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   主な誌面紹介

●一般質問（4名）
●研修会
●編集後記　

平成30年6月定例会

平成30年9月3日
発行

もとぶ 議 会だより

第115号

上地完文翁銅像建立除幕式

沖縄空手「上地流」の開祖で、本部町伊豆味出身の上地完文翁の銅像が八重岳桜の森公園に建立されたことに伴い、平成30年4月
21日、同公園で除幕式が開催されました。
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第2回本部町議会5月臨時会審議案件一覧平成
30年

議案
第18号

議案番号 件　　　　　　名 議決年月日 議決の結果

報告第6号 専決処分の報告について
（沖縄県市町村総合事務組合規約の変更） 平成30年5月7日 報　告

議案第18号 専決処分の承認を求めることについて
（本部町税条例等の一部を改正する条例） 平成30年5月7日 承　認

議案第19号 専決処分の承認を求めることについて
（本部町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 平成30年5月7日 承　認

議案第20号 工事請負契約の締結について
（本部町水道管理センター非常用電源設備工事〈電気〉） 平成30年5月7日 原案可決

専決処分の承認を求めることについて
本部町税条例等の一部を改正する条例の主な改正概要

1. 固定資産税

2.個人所得課税の見直し（平成33年1月1日施行）

（1）土地税制（平成30年4月1日施行）
　平成30年度評価替え（3年に1回）に際し、固定資産税（土地）の現在の負担調整措置「平成27年度から
平成29年度まで」を「平成30年度から平成32年度まで」3年間延長する。	

（2）生産性革命の実現に向けた中小企業の設備投資の支援（生産性向上特別措置法の施行の日）
　生産性革命集中投資期間中における臨時、異例の措置として、生産性向上特別措置法の規定により市
町村が主体的に作成した計画に基づき行われた中小企業の一定の設備投資について、固定資産税を3年
間軽減する。

（1）給与所得控除・公的年金等控除から基礎控除への振替

（２）基礎控除の見直し（控除額が逓減・消失する仕組みの導入）

（３）給与所得控除の見直し

給与所得控除・公的年金等控除 10万円引下げ（所得に応じて異なる）
基礎控除 10万円引上げ（33万円⇒43万円）

合計所得金額2,400万円超え2,450万円以下 基礎控除29万円
合計所得金額2,450万円超え2,500万円以下 基礎控除15万円
合計所得金額2,500万円超える場合 基礎控除なし

現行の制度 給与収入1,000万円以上 給与所得控除の上限額220万円

見直し後 給与収入850万円以上
給与所得控除の上限額195万円
※基礎控除が10万円引き上げられるので
差額15万円が住民税に影響する。
15万円×6％＝9千円	
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議案
第19号

専決処分の承認を求めることについて
本部町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の主な改正概要

第2条関係

第23条関係

5割軽減

2割軽減

3. 地方のたばこ税

①保険税の課税限度額の引き上げ

保険税の軽減措置の拡充

②制度改正による都道府県化に伴う課税額の定義の変更

（2）加熱式たばこ
　加熱式たばこの税率は、1ｇを紙巻きたばこの1本に換算して税率を算定しているが、重量に加え、小売価
格も勘案して税率を定める。
　平成30年10月1日から5年間かけて、紙巻きたばこの7から9割の税額に段階的に引上げる。	

（3）町たばこ税
　旧3級品たばこの特例税率（税率：1,000本当たり4,000円）の廃止を、「平成31年3月31日」から「平成31
年9月30日」まで延長する。

※特定同一世帯所属者…

（１）たばこ税の見直し
　たばこ税の税率を平成30年10月1日から3段階で引上げる。
（国と地方あわせて1本当たり1円ずつ計3円、国と地方の配分比率は1：1）

現行
改正案（増税になる金額）

H30年10月1日 H32年10月1日 H33年10月1日
地方のたばこ税 6,122円 6,622円  （500円） 7,122円  （500円） 7,622円  （500円）
県たばこ税 860円 930円  （  70円） 1,000円  （  70円） 1,070円  （  70円）
町たばこ税 5,262円 5,692円  （430円） 6,122円  （430円） 6,552円  （430円）
国のたばこ税 6,122円 6,622円  （500円） 7,122円  （500円） 7,622円  （500円）

計 12,244円 13,244円（1,000円） 14,244円（1,000円） 15,244円（1,000円）

（税率：1,000 本当たり）

基礎課税額 後期高齢者支援金等分 介護分 合計
改正前 54万円 19万円 16万円 89万円
改正後 58万円 19万円 16万円 93万円

軽減となる基準額
基礎控除額（33万円）＋27万円×

（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）

軽減となる基準額
基礎控除額（33万円）＋49万円×

（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）

軽減となる基準額
基礎控除額（33万円）＋27万5千円×
（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）

軽減となる基準額
基礎控除額（33万円）＋50万円×

（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）

拡充

拡充

国保から後期高齢者医療制度に移行した方で、後期高齢者医療制度の被保険者になった後も
継続して同じ世帯にいる方。
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第3回本部町議会6月定例会審議案件一覧平成
30年

議案番号 件　　　　　　名 議決年月日 議決の結果

報告第7号 平成２９年度本部町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告に
ついて 平成30年6月19日 報　告

議案第21号 本部町こども医療費助成金支給条例の一部を改正する条例の
制定について 平成30年6月21日 原案可決

議案第22号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条
例の一部を改正する条例の制定について 平成30年6月21日 原案可決

議案第23号 工事請負契約の締結について
（本部町公共下水道改築工事〈大浜その４〉） 平成30年6月21日 原案可決

議案第24号 平成30年度本部町一般会計補正予算について 平成30年6月21日 原案可決

議案第25号 工事請負契約の締結について
（町営住宅新里第2団地新築工事〈A棟建築〉） 平成30年6月21日 原案可決

議案第26号 工事請負契約の締結について
（町営住宅新里第3団地新築工事〈B棟建築〉） 平成30年6月21日 原案可決

報告第4号 産業建設常任委員会委員長報告 平成30年6月21日 報告

陳情第1号 高速船就航における本部町の寄港地について 平成30年6月21日 採択

陳情第2号 渡久地地区における渡久地交番存続について 平成30年6月21日 採択

決議第2号 渡久地地区における渡久地交番存続に関する要請決議 平成30年6月21日 原案可決

陳情第3号 上本部飛行場跡地利用に関する陳情書について 平成30年6月21日 産業建設常任
委員会に付託

決議第3号 議員派遣の件 平成30年6月21日 原案可決
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報告
第7号

議案
第21号

平成２９年度本部町一般会計繰越明許費繰越計算書の　　　　　　　　
報告について

本部町こども医療費助成金支給条例の一部を改正する　　　　　　　　
条例の制定について

（単位：千円）上段（　）は全体事業費　　下段は繰越金額

事　業　名 金　額 繰　越　要　因

水納島環境保全型農業推進事業 (5,471)
5,471 

資材（鋼材）不足による入手困難となったため繰越
【5月完了済】

健堅本部落線土留め擁壁設置事業 (8,640)
8,619 

隣接する民間住宅工事の関係で着手が遅くなり不測の日数を要
したたため繰越【4月完了済】

瀬底一周線道路改築事業 (120,000)
120,000 

計画法線について地元合意形成に不測の日数を要したため繰越
【平成３１年２月完了予定】

　石川謝花線（石川・豊原区間）　　　　　　　　　　
道路改築事業

(54,340)
51,133

計画法線について地元合意形成に不測の日数を要したため繰越
【平成３１年２月完了予定】

嘉津宇具志堅線道路改築事業 (64,456)
64,456 

計画法線について地元合意形成に不測の日数を要したため繰越
【平成３１年２月完了予定】

満名川線道路整備事業 (44,614)
39,323 

計画法線について地元合意形成に不測の日数を要したため繰越
【平成３１年２月完了予定】

新里第2団地新築整備事業 (381,803)
381,803

建物形状及び景観配慮に時間を要したため繰越
【平成３１年３月完了予定】

上本部小中一貫校校舎改築事業　　　　　　　
（小学校費）

(55,401)
32,700

学校調整・地元調整に不足の日数を要したため繰越
【７月完了予定】

上本部小中一貫校校舎改築事業　　　　　　　
（中学校費）

(48,735)
26,647

学校調整・地元調整に不足の日数を要したため繰越
【７月完了予定】

合　計 (783,460)
730,152 ―

改正概要
●未就学児の助成方法に現物給付方式を導入
●未就学児通院の自己負担なし

改正案 現 行

【自動償還】…

【現物給付】…

制度を導入している沖縄県内の医療機関（歯科・調剤薬局を含む）での診療後、窓口で医療費の支払いを
行い、その後、役場での助成金申請手続（領収書の提出）をする必要はなく、後日、助成金が登録された
受給者の口座へ振り込まれます。
制度を導入している沖縄県内の医療機関（歯科・調剤薬局を含む）での受診の際、健康保険適用分の医療
費の自己負担額について支払うことなく、医療を受けることができます。医療費は、町が沖縄県国民健康保
険団体連合会を通じて医療機関に支払います。

未就学児 小学生 中学生

入院

現物給付
自己負担なし

自動償還
自己負担なし

通院

未就学児 小学生 中学生

入院 自動償還・自己負担なし

通院

自動償還	
・0歳～2歳
自己負担なし
・3歳～
 医療機関ごと
 月1,000円
 自己負担
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原案可決 渡久地地区における渡久地交番存続に関する要請決議

要請決議の内容

　本部町字東区から渡久地区にかけての、県道84号線道路拡張工事により、多く

の住宅や事業所が立ち退き、特にまちの中心地である渡久地十字路周辺は、銀行が

2行も移転せざるを得ない状況となっており、ますます閑散とした地域になりつつ

あるなか、渡久地交番も移転の対象となり地域の治安に危惧する状況となります。

　本部町議会は、地域住民の安全安心の町づくりのため、渡久地交番の渡久地地区

存続を願い、特段のご配慮を賜りますよう下記理由を添えて要請します。

記

1. 渡久地十字路周辺は本部小学校・中学校、本部高校の多くの生徒の通学路及び帰

宅路であり、子ども達を見守る意味でも交番の役割は大きいものである。

2. 学校帰りの生徒が、渡久地アサギ周辺にたむろすることが多く、生徒間（先輩後

輩）のトラブルが多々あり、地域、学校、本部警察署の三者連携で対応する意味

でも、渡久地十字路への交番存続の役割は大きいものである。

3. 渡久地十字路は、本部町の中心地であり、当時の本部警察署も現交番の向かい側

にあった。地域住民の安全安心を確保する意味でも渡久地十字路への交番存続

が望ましい。

　　　　平成30年6月21日

沖縄県本部町議会

宛先　沖縄県本部警察署長　宛

渡久地地区における渡久地交番存続に関する要請決議
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6月定例会一般質問

議会傍聴へ行こう！！

平成
30年
質問順 質問者 質 問 事 項

1 喜納 政樹 1.町づくりについて

2 仲宗根 須磨子
1.町内の小・中校生の不登校の状況について
2.本部港（塩川地区）から搬出される石材に伴う問題点について
2.本部港（塩川地区）での抗議行動について

3 具志堅 正英 1.中央公民館図書館の建替えの住民説明会について
2.その他の老朽化した施設の建替えについて

4 具志堅 勉 1.本部町ＰＴＡ連絡協議会について

本部町議会は３月、６月、９月、１２月と年４回の定例議会が開催されます。
町民多くの方がご来場いただき、傍聴くださいますようお知らせします。

※議会だよりに掲載されている一般質問の内容は、各議員が会議録に基づいて要約したものを掲載しております。
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一般質問一般質問
喜納 政樹 議員

8

喜
納
議
員　

老
朽
化
が
見

ら
れ
る『
も
と
ぶ
町
営
市

場
』の
耐
用
年
数
に
つ
い

て
は
問
題
な
い
の
か
当
局

の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

町
長　
『
も
と
ぶ
町
営
市

場
』は
耐
震
基
準
の
昭
和

五
十
六
年
以
前
に
町
政
施

行
二
十
五
周
年
事
業
と
し

て
昭
和
四
十
一
年
度
、
完
成

は
四
十
二
年
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
建
設
さ
れ
、
築

年
数
で
五
十
二
年
が
経
過

を
し
て
お
り
ま
す
。
耐
用

年
数
は
四
十
七
年
と
な
っ

て
お
り
現
在
ま
で
修
繕
を

重
ね
な
が
ら
利
用
し
て
き

て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

喜
納
議
員　

耐
用
年
数
が

五
十
年
近
く
に
な
っ
て
、

そ
れ
が
町
営
の
施
設
で
あ

る
と
、
そ
れ
が
何
ら
か
の

問
題
が
起
こ
っ
た
と
き
責

任
の
所
在
を
、
ど
う
す
る

の
か
、
早
め
に
何
ら
か
の

方
向
性
を
示
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
言
う
の
は
、

誰
も
が
思
っ
て
い
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
の

町
営
市
場
の
あ
り
方
を
議

論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
言
う
時
期
は
き
て
い
る

と
言
う
の
は
、
先
ほ
ど
町

長
か
ら
の
答
弁
も
あ
り
ま

し
た
通
り
、
し
っ
か
り
と

議
論
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て

頂
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

喜
納
議
員　

今
後
の『
も

と
ぶ
町
営
市
場
』の
整
備

建
替
え
等
の
考
え
は
あ
る

の
か
、
当
局
の
見
解
を
求

め
ま
す
。

町
長　

建
替
え
等
に
つ
い

て
の
、
ご
質
問
で
す
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
は
具
体
的

な
整
備
、
建
替
え
等
に
つ

い
て
の
考
え
は
持
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。

喜
納
議
員　

先
ほ
ど
答
弁

で
は
建
替
え
等
の
具
体
的

な
考
え
は
現
在
の
と
こ
ろ

持
っ
て
い
ま
せ
ん
と
の
答

弁
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
確

か
に
、
か
な
り
の
予
算
が

生
じ
る
も
の
で
あ
り
政
治

的
な
判
断
を
求
め
ら
れ
て

く
る
も
の
で
あ
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
ど
う

の
こ
う
の
と
は
私
も
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
早
い

時
期
に
町
と
し
て
の
方
向

性
を
示
す
べ
き
だ
と
私
は

考
え
て
お
り
ま
す
。

町
長　

ま
ず
、
そ
も
そ

も
こ
の
町
営
市
場
が
今

後
、
十
年
先
、
三
十
年

先
、
五
十
年
先
、
必
要
か

ど
う
か
。
要
す
る
に
昭
和

四
十
一
、二
年
頃
、
作
っ

た
そ
の
目
的
、
時
代
背
景

が
、
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て

き
て
変
遷
し
て
き
て
い
る

中
、
そ
の
市
場
と
い
う
概

念
が
今
後
必
要
な
の
か
ど

う
か
。
い
わ
ゆ
る
箱
物
、

ハ
ー
ド
、
施
設
あ
り
き
と

い
う
事
で
は
な
く
て
、
ま

っ
さ
ら
な
形
で
地
域
住
民

の
議
論
を
大
い
に
巻
き
起

こ
し
た
施
設
で
あ
れ
ば
、

箱
物
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
と
か
が
必
要
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
、
じ
ゃ
あ
ど

う
い
っ
た
目
的
施
設
が
い

い
の
か
。
に
ぎ
わ
い
を
取

り
戻
し
な
が
ら
町
民
の

交
流
の
場
、
地
域
の
方
々

の
交
流
の
場
、
子
ど
も
か

ら
大
人
、
オ
ジ
ー
、
オ
バ

ー
ま
で
、
そ
う
い
う
場
を

つ
く
る
場
合
に
は
、
ど
う

い
っ
た
施
設
が
必
要
な
の

か
。
色
々
な
話
が
出
て
く

る
と
思
う
の
で
す
が
、
こ

の
よ
う
な
話
の
中
で
財
源

的
な
問
題
、
メ
ニ
ュ
ー
、

そ
の
事
業
に
相
応
し
い
メ

ニ
ュ
ー
が
あ
る
か
ど
う

か
、
財
源
は
、
ど
う
す
る

の
か
。
そ
の
辺
も
含
め
て

大
い
に
議
論
を
巻
き
起
こ

し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

で
、
活
性
化
協
議
会
な
ど

組
織
を
早
め
に
立
ち
上
げ

た
い
と
。
こ
れ
は
二
、三

年
前
か
ら
内
部
で
は
話
を

し
て
い
る
ん
で
す
が
、
優

先
順
位
の
事
業
が
結
構
多

か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、

そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
最

後
に
大
き
な
テ
ー
マ
と
し

て
町
営
市
場
の
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て
早
め
に
手

を
つ
け
て
ま
い
り
た
い
と

い
う
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。

喜
納
議
員　

県
道
八
十
四

号
線
名
護
本
部
線
の
拡
張

工
事
に
伴
い
渡
久
地
十
字

路
周
辺
地
域
の
空
洞
化
が

顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
き
て

お
り
ま
す
。
当
該
市
街
地

の
活
性
化
、
防
犯
対
策
等

も
含
め
て
何
ら
か
の
対
策

が
必
要
か
と
考
え
ま
す

が
、
当
局
の
見
解
を
求
め

ま
す
。

町
長　

県
が
実
施
し
て

お
り
ま
す
名
護
本
部
線

道
路
改
築
工
事
は
、
平

成
二
十
五
年
か
ら
平
成

三
十
四
年
ま
で
の
計
画

で
事
業
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

　

町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

当
該
道
路
整
備
に
あ
わ
せ

た
形
で
渡
久
地
十
字
路
周

辺
の
活
性
化
が
今
後
の
町

の
大
き
な
テ
ー
マ
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
つ
き
ま

し
て
は
早
め
に
地
域
住
民

や
マ
ー
ケ
ッ
ト
通
り
会
等

の
関
係
者
を
含
め
た
、
こ

れ
は
私
の
個
人
的
な
仮
称

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、『
渡

久
地
十
字
路
活
性
化
協
議

会
』み
た
い
な
も
の
を
早

め
に
立
ち
上
げ
て
大
い
に

議
論
を
巻
き
起
こ
し
な
が

ら
、
何
と
か
昔
の
よ
う
な

当
該
地
域
が
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
地
域
に
工
夫
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た

意
味
で
当
該
組
織
等
も
含

め
た
形
で
の
対
応
を
早
め

に
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

もとぶ町営市場について
渡久地十字路周辺の市街地活性化に

どう取り組むのか！！
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仲宗根 須磨子 議員

教
育
長　

平
成
二
十
九
年

度
に
お
け
る
町
内
学
校
の

不
登
校
児
童
生
徒
数
は
小

学
校
五
名
、
中
学
校
十
八

名
と
な
っ
て
い
る
。
対
処

に
つ
い
て
は
不
登
校
に
至

ら
な
い
た
め
の
未
然
防
止

が
最
も
重
要
だ
と
考
え
て

お
り
、
ど
の
子
ど
も
に
と

っ
て
も
安
心
し
て
生
活
が

で
き
る
学
校
づ
く
り
を
学

校
と
教
育
委
員
会
と
一
体

と
な
っ
て
推
進
し
て
い
る
。

仲
宗
根
議
員　

過
去
五
年

間
の
不
登
校
児
童
生
徒
数

の
資
料
の
中
で
も
中
学
校

は
平
成
二
十
九
年
度
が

十
八
名
と
前
年
の
二
倍
と

な
り
突
出
し
て
い
る
が
、

そ
の
理
由
と
状
況
が
わ
か

れ
ば
説
明
を
求
め
ま
す
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

年
度
に
よ
っ
て
生
徒
数
に

波
が
あ
り
原
因
は
一
つ
だ

け
で
は
な
く
、
い
ろ
ん
な

原
因
、
課
題
が
起
き
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
今
年
度
、

最
も
重
要
な
課
題
と
し
て

受
け
と
め
て
お
り
、
未
然

防
止
と
早
期
対
応
を
学
校

に
求
め
て
い
き
た
い
。

仲
宗
根
議
員　

ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

な
ど
は
、
ど
の
く
ら
い
の

人
数
を
学
校
に
派
遣
し
て

い
る
の
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

一
名
、
福
祉
課
と
し
て
二

名
か
ら
三
名
体
制
で
各
学

校
に
派
遣
を
し
て
対
応
し

て
い
る
。

仲
宗
根
議
員　

各
学
校
に

そ
れ
ぞ
れ
三
名
派
遣
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
か
。
そ

れ
と
も
こ
の
三
名
が
各
学

校
を
回
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

三
名
体
制
で
各
学
校
を
回

っ
て
問
題
点
を
聞
き
取
り

対
応
し
て
い
る
。

仲
宗
根
議
員　

全
体
で
三

名
と
い
う
の
は
人
数
が
少

な
い
の
で
は
。
そ
の
他
に

各
学
校
に
支
援
員
を
配
置

さ
れ
て
い
る
の
も
承
知
し

て
い
る
し
、
実
際
、
支
援

員
と
一
緒
に
登
校
し
て
く

る
生
徒
の
姿
も
見
か
け
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
支
援

体
制
を
し
て
い
く
上
で
人

数
的
に
大
丈
夫
な
の
か
。

教
育
長　

一
人
一
人
家
ま

で
迎
え
に
行
く
こ
と
ま
で

支
援
員
の
仕
事
と
い
う
こ

と
に
な
れ
ば
、
こ
れ
は
人

数
的
に
到
底
現
状
で
は
無

理
だ
と
思
う
。
家
庭
の
中

で
も
子
ど
も
を
見
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
。

仲
宗
根
議
員　

そ
れ
も
大

事
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、

家
庭
に
お
い
て
も
、
な
ぜ

不
登
校
に
な
っ
た
の
か
原

因
が
わ
か
ら
な
い
と
い

う
状
況
が
ほ
と
ん
だ
と
思

う
。
学
校
に
は
行
け
な
く

て
も
、
学
校
以
外
の
場
所

で
、
同
じ
よ
う
な
不
登
校

を
経
験
し
て
い
る
子
と
触

れ
合
う
よ
う
な
居
場
所
を

つ
く
る
こ
と
も
必
要
で
は

な
い
か
。

教
育
長　

不
登
校
の
理
由

は
一
つ
だ
け
で
は
な
く
、

い
じ
め
、
学
校
嫌
い
、
夜

遅
く
ま
で
ゲ
ー
ム
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
を
い
じ
り
、

生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
て
朝

起
き
る
事
が
で
き
な
い
、

情
緒
が
不
安
定
で
対
人
関

係
が
難
し
い
等
い
ろ
い
ろ

原
因
が
あ
る
。
一
番
心
配

な
の
は
将
来
、
引
き
こ
も

り
に
な
っ
た
り
し
な
い
か

と
い
う
事
。
そ
う
な
ら
な

い
よ
う
に
支
援
を
含
め
て

対
処
し
た
い
。
名
護
に
あ

る
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
や
、

キ
ッ
ズ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と

い
う
所
に
町
内
か
ら
行
っ

て
い
る
子
ど
も
た
ち
も
い

る
。

仲
宗
根
議
員　

そ
う
い
う

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
と

な
る
よ
う
な
場
所
を
本
部

町
内
に
置
く
と
い
う
考
え

は
あ
る
の
か
。

教
育
長　

町
内
で
施
設
を

確
保
す
る
こ
と
に
関
し
て

は
、
今
は
考
え
て
お
り
ま

せ
ん
。

仲
宗
根
議
員　

既
存
の
あ

い
た
施
設
を
利
用
し
て
そ

う
い
う
場
所
を
つ
く
る
と

い
う
の
は
可
能
で
は
な
い

か
。

教
育
長　

こ
う
い
っ
た
受

け
入
れ
施
設
に
つ
い
て
は

教
育
委
員
会
だ
け
の
問
題

で
は
な
く
、
福
祉
課
と
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き

な
課
題
だ
と
思
う
。
関
係

課
と
も
今
後
相
談
し
な
が

ら
進
め
て
い
け
た
ら
と
思

う
。

仲
宗
根
議
員　

不
登
校
か

ら
成
人
し
て
引
き
こ
も
り

に
な
っ
て
い
る
家
庭
を
知

っ
て
い
る
。
そ
の
親
御
さ

ん
た
ち
の
気
持
ち
は
大
変

な
も
の
が
あ
る
。
育
て
方

が
悪
か
っ
た
の
か
、
自
分

が
先
立
っ
た
後
、
こ
の
子

は
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う

と
か
、
か
と
い
っ
て
そ
う

い
う
思
い
を
十
分
に
受
け

と
め
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が

な
い
と
。
不
登
校
か
ら
引

き
こ
も
り
に
な
ら
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
に
も
そ
う

い
う
施
設
を
設
置
す
る
事

を
要
望
す
る
。
い
ろ
ん
な

ケ
ー
ス
が
あ
る
の
で
専
門

的
な
ス
タ
ッ
フ
を
増
や
し

て
、
き
め
細
や
か
で
継
続

的
な
支
援
が
必
要
だ
と
思

う
。
例
え
ば
ゲ
ー
ム
障
害
。

改
善
し
て
い
く
に
は
困
難

な
要
素
持
っ
て
い
る
。
あ

る
親
が
ゲ
ー
ム
ば
か
り
を

し
て
い
る
子
に
、
子
犬
を

与
え
た
と
こ
ろ
、
そ
の
子

は
エ
サ
を
与
え
、
面
倒
を

見
る
よ
う
に
な
り
、
子
犬

と
関
わ
っ
て
い
く
中
で
、

ゲ
ー
ム
を
し
な
く
な
り
健

全
な
生
活
に
戻
っ
て
い
っ

た
と
い
う
例
も
あ
る
。
大

人
に
な
っ
て
も
引
き
こ
も

ら
ず
に
社
会
と
関
わ
っ
て

い
く
と
い
う
事
は
、
本
部

町
に
と
っ
て
も
利
益
に
な

る
こ
と
で
あ
り
真
剣
に
取

り
組
む
事
を
望
み
ま
す
。

町内の小・中校生の不登校の状況
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具
志
堅
議
員　

中
央
公
民

館
、
図
書
館
の
建
て
替
え

に
対
す
る
教
育
委
員
会
の

説
明
に
つ
い
て
、
町
民
か

ら
ど
の
よ
う
な
疑
問
や
意

見
、
要
望
が
あ
っ
た
の
か

説
明
を
求
め
ま
す
。

教
育
長　

住
民
説
明
会
で

は
新
施
設
の
資
料
室
に
対

し
て
、
図
書
司
書
の
配
置

面
積
や
蔵
書
の
増
加
、
読

み
聞
か
せ
コ
ー
ナ
ー
の
設

置
、
研
修
室
に
お
い
て
は
、

壁
の
防
音
に
つ
い
て
、
駐

車
場
の
駐
車
台
数
が
多
す

ぎ
る
等
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
現
施
設
は
楽

屋
が
外
に
あ
り
不
便
で
あ

る
と
の
意
見
が
あ
り
、
こ

れ
ら
を
踏
ま
え
た
検
討
委

員
会
の
設
置
要
望
が
あ
り

ま
し
た
。

具
志
堅
議
員　

町
民
の
疑

問
や
意
見
、
要
望
に
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
考
え
か

説
明
を
求
め
ま
す
。

教
育
長　

図
書
館
機
能
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
内
閣

府
と
調
整
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
研

修
室
は
三
室
の
計
画
で

あ
り
、
利
便
性
の
面
か
ら

可
動
間
仕
切
り
を
採
用
し

て
お
り
ま
す
。
用
途
に
合

わ
せ
て
三
室
を
一
つ
の
空

間
と
し
て
活
用
で
き
る
よ

う
に
計
画
し
て
お
り
、
防

音
性
の
高
い
可
動
間
仕
切

り
で
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
駐
車
台
数
は
イ
ベ
ン

ト
等
開
催
時
に
多
目
的
広

場
か
ら
新
施
設
へ
の
移
動

を
軽
減
す
る
為
に
駐
車
場

整
備
を
行
い
ま
す
。
楽
屋

は
、
新
設
に
確
保
で
き
る

計
画
と
な
っ
て
お
り
、
利

便
性
は
向
上
さ
れ
ま
す
。

具
志
堅
議
員　

こ
の
新
施

設
は
今
ま
で
の
中
央
公
民

館
、
図
書
館
の
施
設
機
能

の
ほ
か
に
、
さ
ら
に
教
育

旅
行
民
泊
や
ク
ル
ー
ズ
船

の
観
光
客
と
住
民
の
交
流

や
体
験
・
研
修
施
設
と
し

て
の
役
割
が
つ
け
加
え
ら

れ
た
が
、
果
た
し
て
こ
の

新
施
設
だ
け
で
こ
の
よ
う

な
多
く
の
役
割
や
サ
ー
ビ

ス
を
維
持
す
る
事
が
で
き

る
の
か
説
明
を
求
め
ま
す
。

教
育
長　

現
施
設
に
お
い

て
も
教
育
旅
行
民
泊
の
歓

迎
、
引
き
渡
し
式
の
実
施

や
研
修
な
ど
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
民
間
や
町

外
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
等
で

も
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
新
施
設
に
お
い
て

も
利
用
形
態
は
変
わ
ら
ず

役
割
や
サ
ー
ビ
ス
は
こ
れ

ま
で
同
様
維
持
さ
れ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

具
志
堅
議
員　

こ
の
施
設

は
、
教
育
旅
行
民
泊
や
ク

ル
ー
ズ
船
観
光
客
と
住
民

の
交
流
体
験
、
研
修
施
設

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
住

民
と
交
流
し
、
お
客
様
の

体
験
の
要
望
に
対
応
す
る

の
か
説
明
を
求
め
ま
す
。

教
育
長　

郷
土
芸
能
を
紹

介
し
た
り
本
部
町
を
含
め

て
今
帰
仁
村
、
伊
江
村
と

か
、
そ
う
い
っ
た
三
町
村

の
情
報
を
発
信
す
る
と
か

北
部
の
観
光
情
報
と
か
、

そ
う
い
っ
た
も
の
を
発
信

す
る
と
い
う
こ
と
の
内
容

で
決
し
て
こ
れ
は
観
光
に

特
化
し
た
施
設
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

具
志
堅
議
員　

観
光
に
特

化
し
た
施
設
で
は
な
い
と

言
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
実

際
に
住
民
説
明
会
で
配
ら

れ
た
資
料
で
は
相
当
観
光

に
特
化
し
た
施
設
に
な
っ

て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

教
育
長　

町
営
ホ
ー
ル
と

か
、
調
理
室
で
あ
る
と
か

研
修
室
で
あ
る
と
か
、
そ

う
い
っ
た
も
の
を
全
て
備

え
て
い
て
、
そ
れ
に
加
え

て
こ
の
施
設
の
名
称
が
多

機
能
観
光
支
援
施
設
と
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
観

光
客
、
民
泊
の
方
々
に
も

い
ろ
ん
な
情
報
を
発
信
す

る
場
と
い
う
こ
と
で
、
社

会
教
育
施
設
と
同
じ
機
能

を
備
え
な
が
ら
観
光
支
援

も
し
て
い
く
と
、
そ
う
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

具
志
堅
議
員　

社
会
教
育

施
設
の
中
央
公
民
館
、
図

書
館
と
教
育
旅
行
民
泊
、

ク
ル
ー
ズ
船
の
お
客
様
を

お
迎
え
す
る
施
設
を
こ
の

新
施
設
だ
け
で
本
当
に
で

き
る
も
の
か
ど
う
か
、
私

は
ち
ょ
っ
と
無
理
が
あ

る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
も
し
観
光
の
お
客
様

に
対
す
る
新
し
い
施
設
を

つ
く
る
ん
で
し
た
ら
、
も

っ
と
早
い
段
階
か
ら
ク
ル

ー
ズ
船
と
か
教
育
旅
行
民

泊
の
皆
さ
ん
や
そ
れ
か
ら

伊
江
村
、
今
帰
仁
村
の
方

た
ち
と
も
協
議
し
て
、
新

し
い
そ
う
い
う
セ
ン
タ
ー

に
な
る
よ
う
な
施
設
を
つ

く
る
な
ら
わ
か
り
ま
す
け

れ
ど
も
、
教
育
施
設
に
押

し
込
む
よ
う
な
形
で
建
設

す
る
の
は
か
え
っ
て
お
客

様
に
対
し
て
失
礼
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
が
、
い

か
が
で
す
か
。

教
育
長　

現
在
、
こ
の
施

設
を
教
育
旅
行
民
泊
の

方
々
が
大
い
に
活
用
し
て

い
ま
す
。
こ
の
施
設
は
社

会
教
育
施
設
で
町
民
の
皆

様
も
大
い
に
活
用
し
て
い

ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
が

優
先
で
す
。
た
だ
教
育
旅

行
民
泊
や
ク
ル
ー
ズ
船
の

お
客
様
が
使
い
た
い
と
予

約
が
あ
れ
ば
、
で
き
る
だ

け
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
図
っ
て

あ
げ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
施
設
だ

け
で
は
十
分
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
け

れ
ど
も
、
十
分
こ
の
施
設

の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
本
部

町
の
観
光
情
報
で
あ
る
と

か
郷
土
の
伝
統
文
化
を
学

ぶ
と
い
う
こ
と
は
十
分
で

き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

中央公民館図書館の建替え
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一般質問一般質問

11

具志堅 勉 議員

具
志
堅
議
員　

一
、
教
育

委
員
会
へ
の
事
務
局
設
置

は
可
能
か
。
二
、
本
部
町

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
の
予

算
の
増
額
は
可
能
か
。

教
育
長　

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
は
学

校
単
位
で
組
織
さ
れ
た
保

護
者
と
教
職
員
で
構
成
さ

れ
る
団
体
で
あ
り
ま
す
。

町
内
に
は
八
つ
の
単
位
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
あ
り
、
上
層
組
織

と
し
て
本
部
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

絡
協
議
会
が
あ
り
、
補
助

金
を
交
付
し
協
議
会
の
運

営
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
へ
の
事
務
局

設
置
に
つ
い
て
で
す
が
、

本
来
の
会
員
で
あ
り
ま
す

保
護
者
と
教
職
員
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
に
対
し
て
活
動
意

識
の
低
下
を
招
く
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
教
育

委
員
会
へ
の
事
務
局
設
置

は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
行
事
等
の
共
催
や
後

援
に
つ
い
て
協
力
は
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
予
算
の
増
額
に
つ

き
ま
し
て
は
、
協
議
会
の

活
動
計
画
に
お
い
て
必
要

と
さ
れ
る
予
算
を
単
年
度

ご
と
に
申
請
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
都
度
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

具
志
堅
議
員　

国
頭
地
区

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
は
、

恩
納
村
を
除
く
十
一
市
町

村
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
本
部
町
の
場
合
は
八

校
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
を

持
ち
回
り
制
で
一
年
ご
と

に
教
頭
先
生
の
ほ
う
が
事

務
局
を
預
か
っ
て
い
る
状

況
で
あ
り
ま
す
が
、
先
ほ

ど
申
し
ま
し
た
十
一
市
町

村
中
で
す
ね
、
も
ち
ろ
ん

名
護
市
は
大
き
い
も
の
で

す
か
ら
専
従
の
事
務
局
を

雇
用
し
て
、
教
育
委
員
会

の
ほ
う
に
置
か
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
い

ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
国
頭

村
、
東
村
、
金
武
町
、
宜

野
座
村
、
伊
江
村
も
教
育

委
員
会
に
事
務
局
を
設
置

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
今

帰
仁
村
も
た
だ
い
ま
検
討

中
と
い
う
こ
と
を
お
聞
き

し
て
お
り
ま
す
。

教
育
長　

本
部
町
が
事
務

局
を
引
き
取
る
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
私
が
非
常
に

心
配
し
て
い
る
の
は
、
ま

ず
一
点
目
に
つ
き
ま
し
て

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
い
う

の
は
教
職
員
と
保
護
者
が

連
携
し
て
学
校
の
教
育
活

動
を
支
援
す
る
の
が
大
き

な
目
的
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
教
育

委
員
会
が
事
務
局
を
預
か

る
と
教
育
委
員
会
と
教
職

員
の
調
整
と
い
う
こ
と
が

主
と
な
っ
て
、
保
護
者
と

教
職
員
の
関
係
が
希
薄
に

な
る
と
。
そ
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ

組
織
の
活
性
化
と
い
う
本

業
の
趣
旨
が
損
な
わ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。
二
点
目
は
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
は
会
員
一
人
一

人
の
学
習
機
能
も
担
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

同
士
が
お
互
い
の
切
磋
琢

磨
す
る
機
会
が
損
な
わ
れ

る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
三

点
目
は
、
町
Ｐ
連
の
行

事
、
イ
ベ
ン
ト
等
が
多
岐

に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
現
在
、
八
校
を
持
ち

回
り
で
事
務
局
を
見
て
、

多
く
の
保
護
者
や
教
職
員

が
一
緒
に
な
っ
て
事
務
局

を
運
営
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
現
在
の
教
育
委
員
会

で
本
来
の
仕
事
の
合
間
で

私
た
ち
が
事
務
局
を
見
る

と
い
う
の
が
非
常
に
無
理

が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
以
上

の
理
由
か
ら
事
務
局
は
保

護
者
と
教
職
員
が
協
力
し

て
、
議
論
を
し
な
が
ら
、

信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら

協
力
連
携
し
て
事
務
局
を

預
か
る
ほ
う
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

具
志
堅
議
員　

最
後
に
子

ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
と

か
成
長
を
願
っ
て
、
町
長

の
ほ
う
か
ら
一
言
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

町
長　

私
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
は
と
て
も
大
事
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
し
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
さ
れ
て
い
る
指

導
者
の
方
々
が
中
心
に
な

っ
て
、
学
校
の
整
備
だ
と

か
そ
う
い
っ
た
も
ろ
も
ろ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

さ
れ
て
お
り
ま
す
し
、
特

に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
活
発
な

地
域
が
子
供
た
ち
の
教
育

面
、
ス
ポ
ー
ツ
面
に
も
、

文
化
面
で
も
非
常
に
い
い

地
域
づ
く
り
を
さ
れ
て
い

る
と
い
う
よ
う
な
、
あ
る

意
味
中
心
的
な
役
割
も
果

た
さ
れ
て
い
る
と
い
う
よ

う
な
こ
と
で
評
価
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
部
町
は
教
育
委
員
会
と

も
連
携
し
な
が
ら
、
財
政

の
面
で
も
し
っ
か
り
と
優

先
順
位
を
つ
け
な
が
ら
、

前
向
き
に
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と

で
、
私
は
教
育
に
つ
い
て

も
力
を
入
れ
な
い
と
い
け

な
い
時
期
に
き
て
お
り
ま

す
し
、
そ
う
い
っ
た
意
味

で
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

本部町PTA連絡協議会
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残
暑
厳
し
き
折
、
町
民
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
体
調
管
理

に
は
十
分
注
意
さ
れ
、
熱
中
症
対

策
に
は
万
全
を
期
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
し
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
土
に
お
い
て
は
、
台
風
七
号

の
影
響
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
方
々
に
、
心
か
ら
哀
悼

の
誠
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
被
災

さ
れ
た
皆
様
の
一
日
も
早
い
復
興

を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
防
災
面
に
お
い
て
は
、
行
政
も

議
会
も
最
大
限
の
努
力
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
が
、
自
然
災
害
に
お

い
て
、
命
の
危
機
に
差
し
迫
っ
た

時
の
判
断
は
各
人
に
か
か
っ
て
い

ま
す
。
避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
的

確
に
で
き
る
よ
う
、
常
に
防
災
意

識
を
持
ち
、
隣
近
所
、
持
ち
助
け

合
い
な
が
ら
、
災
害
に
強
い
「
日

本
一
心
の
豊
か
な
本
部
町
」
を
つ

く
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

編
集
後
記

12

も
と
ぶ
議
会
だ
よ
り
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北部市町村議会議員・事務局職員研修会

沖縄県町村議会正副議長・正副委員長研修会

　平成30年7月5日、北部市町村議会議員・事務局職員研修会が大宜味村にて行われました。
　研修会では、国際環境NGOバードライフ・インターナショナル副会長／大宜味村生物多様性センター長／
NPO法人やんばる舎理事長の市田則孝氏の『世界自然遺産とやんばるの未来』の講演及び、『蝶の不思議発見』
の講話が行われました。	

　平成30年7月24日、沖縄県町村議会正副議長・正副委員長の研修会が北谷町にて行われました。
　研修会では、琉球大学名誉教授の石川友紀氏の『沖縄移民100年の歴史』の研修、政治評論家の有馬晴美
氏の『舞台裏から見た政治とこれからの政局展望』の研修が行われました。


